









ソ グ ド語 仏 典 解 説*
吉 田 些豆
0.は じ め に
今世紀の初め,ヨ ーロ ッパ各国及び 日本か らの探検隊に よって,多 くの ソグ
・(1)
ド語文書が 中央 アジアで発見 された.主 な発見地は敦燈 と トゥル フ ァンであ る
が,若 干の断簡が クチ ャ,コ ータ ン,シ ョル チ ュクでも発見 されてい る.現 在
までの ところ,仏 典がみつか ってい るのは,敦 煙,ト ゥル フ ァン及び シ ョノレチ
ユ ク で あ る .
これ ら の ソ グ ド語 文 献 は,主 に ロ ン ド ン,パ リ,ベ ル リ ン,旧 レニ ン グ ラ ー
ド,京 都に保管 されてい る.零 細な コレクシ ョンには,例 えばヘノレシンキにあ
(2)
るMannerheimのものな どをあげ ることがで きる。1980-81年に トゥノレフ ァ
(3)
ンのべ ゼク リクで発見 された断片類については,吉 田1991を参 照せ よ.こ の う
ち,ロ ン ドン,パ リ,旧 レニ ング ラー ドにある ものは,殆 ん どすべてが公刊 さ
れている.ソ グ ド語文献全体の中で,仏典が占める割合は非常に大きい.敦 煙
発見の ものでは殆 ん どが仏典であ る し,ト ゥノレフ ァン出土 の もので も,ソ グ ド
*本 稿は,現在刊行 中のEηoy6Zoραε漉α〃απ加,NewYork,1981～(1992年5月現在voLV,
Fascicle6まで既刊)のBuddhistiiteratureinSogdianと題 する一項目と して執筆 し,
1990年9月に脱稿 した ものである.こ の項 目は,編 集 の過程で追加 され た もので,別 に予定 され る
補遺 に収 録され る との ことであ った.本 来英語で書 いた本稿 の 日本語版 を ここに発表 するのは,上
で述べ た事情 により出版が何時 に な るかわ からない とい う状況 と,仏 典 につ いては特別 に高 い興味
を持 つ 日本 の東:洋学者 に,よ り接 し易い言語で本稿 を提 出する ことが 有益で あると考 えたか らで あ
る.勿 論,こ こに発 表され た 日本語版 は,原 稿 の単 なる 日本語訳で はな く,脱 稿後得 られ た知見や,
原稿で は省略せ ざるを得なか った注 釈 もつけ加えておいた
(1)こ こで は,1930年代 にムグ山で発見 された所謂ムグ文書は扱わない.
(2)N.Sims-Will三amsandHa16n,H.1980参照.こ の種の零細な コレクシ ョンの全貌を把
握す ることは至難 である.最 近,静 嘉堂 文庫に,極 めて小 さい ものではあるが1点,ソ グ ド語
の断片が あることを知 った.こ のコ レクシ ョンの存在 に筆者 の 注意を喚起 して くれた榮新 江氏
に感謝す る.
(3)北 京大学 の榮新江氏が1990年12月に,京 都大学人文科学研究所で 行 った講演に よれば,北 京
大学や北京図書館 には何点 かのソグ ド語文書 が所蔵 され ているら しい.
(95)
(4)
文字 で書かれた ものの3分 の1以 上 は仏典 であ る.
1.ソ グ デ ィアナの仏 教
ソグ ドの仏教 を問題 にす る場合,当 然 ソグ ド語仏典 の存在 に もとついてい る.
しか しこれ らはすべ て現在 の中国領 で発見 され た もので あ り,ソ グ ド本土か ら
は1点 も仏典 はみつ か ってい ない.実 際 の ところ,ソ グ ド本土(す なわ ちオ ク
サス とヤ クサルテスにはさまれ た地域 の南東部,ザ ラ フシ ャン及 びカシ ュカダ
リヤの流域)で の仏教 の実態 につ いては殆 ん ど何 も知 られ ていない.こ の地域
で仏教 が行 なわれていた ととの証拠 として,次 の ような事実 が しば しばあげ ら
れ る:(1)アフラシ ャブやペ ンジケ ン トの壁画に イン ドの影響がみ られ ること,
cf.A.M.BelenitskiiandMarshak,B.1.,28-30;(2)初期 の漢訳仏典 の訳経
僧に,康 姓 の者が何 人かみ られ,康 姓 は普通 サマノレカン ド出身の ソグ ド人 が中
国で帯び る姓であ ること,cf.B.Nanjio,383ff,nos.8,10,14,21,41;(3)ソ
グ ド語 に導入 され定 着 した借用語 の中に,仏 教用語 に由来 する ものがある.例
えばマニ教文献にはsmyr(<Skt.sumeru一)がみ られ,W.B.Henningは,
マニ教が導入 された ときソグ ドでは仏教が盛んであ ったため,マ ニ教典を ソグ
ド語に翻訳す る場合に も,仏 教用語 を用 いたのだ と考えた,c五Henning1936,
5及 び1943,55-56;(4)玄　や慧超が,各 々7世 紀及び8世 紀前半に,サ マル
カン ドに僧及び仏寺があ った と報告 してい ること,cf.S.Beal,45;W.Fuchs,
452.
しか しこれ らの うち ②,(4)は,ソグ ド本土で仏教 が根をは っていた証拠 には
な り得ない,cf.R.E.Emmerick1983,956-61.この こ とは また,8世 紀前
半の ムグ文書に,仏 教の影響が一切み られない ことか らも確認 され為,cf・V・
A.Livきic1962,166.(1)の点に関 しては,7世 紀以降に導入 された ヒン ドゥー
(4)筆 者 は現在,W。Sundermann氏と共 同で,龍 谷大学所蔵の大谷 コレクシ ョン中の ソグ ド
語文献 のカタログを作成 中であ る.3分 の1以 上とい うのは,こ の作業 中に筆者が持 った印象
で ある.こ れ はまた,レ ニ ング ラー ドの コレクシ ョン中の トゥル フ ァン出土 と思 われ るものに
ついて も言 える.極 小 の断片 な どは分類 ができないので,具 体的 な数字を あげることに積極的
な意味 はないが,そ の占ある割合が大きい ことは理解できよ う.
(96)
教の影響 とす る有力な反論が提出 されてい る,c五Sh.Kuwayama,724.さら
に(3)につい ては,マ ニ教文献 の言語が比較的 に新 しく(7世 紀以降 と考え られ
る),その頃 ソグ ドで仏教が盛んで あった とは考え られ ないか ら,Henningの前
提が くずれて しま う.ま た,Sims-W皿iamsは,マ ニ教 典にみ られ る仏教用
語は,仏 教徒が使 っていた ものを借用 した もので,特 に ソグ ド語全体 の基礎語
彙 である ことを前提 に しない とする,cf.Sims-Wiliams1983,136.またW.
Sundermannは,ソグ ド語 に入 った イン ド来源 の借用語 の古層 の ものは,パ
ノレテ ィア語 経由で 導入 されたのではないか と考 えてい る,、cf.Sundermann
(5)1982
.
2.ソ グ ド語 仏典 の 原典
ソグ ド語仏典 の多 くは,漢 訳仏典か らの重訳 である ことが証 明され ている.
しか もそれ らの中には,中 国 で作 られた所謂偽経 も含 まれ てい る.奥 書 きか ら
知 られ る翻訳地 には,敦 燈(下 記nα7(i)),長 安(no.38),及び洛陽(110.
37)がある,漢 訳仏,典か らの重訳であ ることは,EWellerが かつて,下 の
nos.1(i),16(i),19及び21で行 った ような,ソ グ ド語訳 と漢訳 との綿 密な対
照か ら明 らかであ る.ま た ソグ ド語 の訳文の 中には,漢 訳 を仲介 した ものとし
(6)
て始 めて説 明で きる誤訳があ る,cf.D.Utz1988,29.実際漢 文の一字 一句を
あま りに忠実 に翻訳 したために,ソ グ ド語 として理解で きない よ うな訳文 さえ
存在す る,cf.TSP142,222及びUtz1988,32.従って,ソ グ ド語仏典 の殆
ん どは,中 国や東 トル キスタ ン在住 のソグ ド人が,自 分た ちのために翻訳 し使
っていた もの と考 えて よいで あろ う,cf.Emmerick1983,961.中国在住 の
ソグ ド入が,中 国仏教 を受 け容れ ていた こ とは,漢 訳仏典 を ソグ ド文字 で音写
した資料 が残 され ている ことか らも知 られ る,cf.0.Hansen1968,84n.2及
(5)ソ グ ド語に導入 された イン ド来源語彙 につ いては,別 に専論を準備 中で ある.
(6)例 えば,Pelliotsog出en2,11.646-47にβutptkry'kpwstkという表現が あり,「縛
象.(経)」に対応 して いる.βntは 「束縛」をptkry'kは「像」 を意味す るので,原 文 の 「象」
を 「像」に読み誤 った ものであ ることがわか る,cf.TSP,177-78.
(97)
び吉 田1990a98-100.
しか しなが らソグ ド人は,必 ず しも中国仏教だけに依存 していたわけではな
か った.ソ グ ド語 仏典の 中には,そ の奥書 きに,漢 語 以外の言語か ら翻訳 され
た こ とを明記 してい る ものが2点 存在す る.そ の うちの一つ は(下記no.44),
未比定 の断片だが,ク チ ャ語(つ ま り トカラ語B)か ら翻訳 された と記 してい
る,c五Henning1940,59-62.同様にDa6akarmapatha-avadanamala
(no.11)のソグ ド語訳 も,ク チ ャ語 か ら訳 された もの と考 え られ る.何 故 な
ら,こ の仏典 のウィグノレ語訳は クチ ャ語か らの翻訳で あるこ とが,奥 書 ぎに し
るされてい るか らである,cf.Henning1949,160n.2;G.Ehlers,22n.32
(7)
及 びP.Zieme,〇五Z83,1988,460.これ ら2点 の仏典 の存在 は,タ リム盆地
(8)
の北道 の ソグ ド入仏教徒 と,ク チ ャを中心 とす る小乗仏教 との関連 を示 唆す る.
ご つめは一般 に 「酒 を誠め る経」(no.37)と呼 ばれ てい る敦煤出土 の仏典 で,
(9)
その奥書 きにはイ ン ドの本 か ら翻訳 した と書 かれ てい る.実 際 ソグ ド僧 が仏教
梵語 を知 っていた ことは,ソ グ ド語 仏典 中の借用語,ソ グ ド文字 で表記 され た
ダ ラニ(nos.4,7,8,9)やサ ンスク リッ トの韻文(no.7)か ら明 らか である.
研究 が進 めば既存 のテキス トの中に も,サ ンス ク リッ トか ら訳 され た仏典 がみ
つか る可能性 があ る.1つ の疑 わ しい例 として,Pelliotsogdien7をとりあ
(10)
げてみ よう.
P7はAmogap誌ahrdaya-sotra『不空羅索呪心経』の ソグ ド語訳で ある.
(7)Henningは,ウイグル語訳の直接の原典は ソグ ド語版ではないか と考えたが,敢 えてその
ように推測 しな けれ ばな らない理 由はない.
(8)キ ジルの千仏洞 にはソグ ド語 の落書 きが ある,cf.吉田1990a,93n.10.筆者 は初 めこれ も,
クチャとソグ ド人仏教徒 との関連 を示す ものだと考 えた.し か し,ク ム トラに同様の落書きが
あるのを発見す るに及んで,こ の考えが必ず しも正 し くない と考え るようにな った.ク ム トラ
の落書 きのソグ ド語 には,ト ル コ語の要素がみて とれ るので,ト ル コ人に よって書かれた可能
性が あるか らで ある,cf.吉田199ユ,68-73,トル コ人に よって 書かれ た ソグ ド語仏典 がある可
能性については下記 も参照せ よ.
(9)こ の奥書 きにつ いて は,D.MaueandS三ms・Williams,N・,487n・10も参照.
(10)最:近トゥル フ ァン出土 のサンスク リッ トと ソグ ド語 の対訳 医学文献 が発 表され た,cf.Maue
andSims・Williams.発表者 たちは,ソ グ ド語 の表記法 に,ブ ラーフ ミー文字 表記 のウ イグ
ル語資料 との深い関連があ ることを指摘 してい る.こ の ことと,ウ イグル人 が ソグ ド語 を使 っ
ていた事実を考えあわせ ると,当 該の資料は,必 ず しも ソグ ド人がサンス ク リッ トを使 ってい
た ことの証拠に使 うことはで きない と考え る.
(98)
テキス トを校訂 したEBenvenisteは,こ の経典 の5種 の漢訳 の うち,菩 提
流志訳(TT.1095)が最 もソグ ド訳に近い とした,cf.TSP93.その際Benve-
nisteは漢訳が原典 である ことを当然 の ことと考 え,そ の他 の可能性 につ いて
は考慮 しなか った.彼 の説 は,そ の後一般 をと受 け入れ られ る ところ とな った,
cf.Hansen,87;Utz1978,9;BSTBL160;M.Dresden,1222.筆者は漢訳 とソ
グ ド訳を対照す る過程で,全 体 と して 内容は一致す るものの,細 部では ソグ ド
(11)語
訳は どの漢訳 とも一致 しない ことに気付いた.さ らに積極的にサ ンスク リッ
トが原典 であ った ことを 示唆す る事実 もある.第1に,ソ グ ド語訳 の26行に
βyr'wkt'ynとい う語 がみえ る.こ れは 「勝観」 とい う名の世界の名であ るこ
とは明 らかであ るが,Benvenisteはサ ンスク リッ トと思われ る原語 を比定 す
(12)
ることがで きなか った.こ れ に対応す るサ ンス ク リッ ト語版 には,viokitaya卑
(13)
とあ り,こ れはvilokita一の単数 位格 形であ る.ソ グ ドの βyr'wkt'ynが
v丑okitayarpの転写形 である ことは明 らかである.活 用 した形 式を借用 する こ
とはあ りに くいので,こ の例は ソグ ド語訳 者がサ ンス ク リッ ト原典 を見ていた
可能性 を示唆する.
第2に,こ の経 を読 請する ことの功徳 を述 べ る件 りで,そ の動機 が どれ程不
純であ って もかまわない ことを述べ る箇所が ある,c五11.101sq.そこにあげ
られ た動機 を各版 で比較す る と次 のよ うである.
ソグ ド語
(14)1
.c'wn㎜kyh・ 「醐 心か ら」
2.cnnxypδ'w'ntpckwyry「主人 に対す る怖れか ら」





(12)Virukte-aを提 案 して い る が,こ の よ うな サ ン ス ク リッ ト形 は 存 在 せ ず,彼 自身 ク エ ス チ
ョン マ ー ク を付 して い る.
(13)サ ンス ク リッ トの テ キ ス トはR.0。Meisezah1が 校 訂 した も の に依 っ た.
(14)皿nkは 従 来`fraud,deceit'を意 味 す る もの と考 え られ て い た.Sims-Wili三ams博士 か


































1.欲 勝他4.怖 悪獣7.求 尊貴
2.怖 主5.怖 危難8.求 財寳
3.怖 怨讐6.随 他
なおT.T.1099には対応 の部分が ない.ソ グ ドの ものは理 由が4つ である
ことと,内 容 の点 か らサ ンス ク リッ トに最 も近 い.少 な くとも,Benveniste
(15)
が原典 と考 えたT.T.1095との乖離が最 も著 しい ことがわか る.
第3に,ダ ラニの部分(1.229)に,rkぎP'βtwkry'n'sy'pyk忌wとあ り,
これ はサ ンス ク リッ トのrak§abhava嵐kalyapasyabhik§ohに環元 でき
(16)
る.こ れ に対応 す る箇所 は,漢 訳 を初 め とする他 の版 ではrak頭rak§a田a-
ma/ma1Pとして人 名をあげるのみであ る.こ れ も漢訳 を原典 としては説 明 し
難 い.
上述 の3点 を根拠 に して,ソ グ ド語訳 の原典 がサ ンス ク リッ トであ った こと
が完全 に証 明で きた とは考 えない.し か し既存 の漢訳 を原典 と見なす ことはで
きない ことは明 らかであろ う.
ソグ ド語仏典 の原典 に関 しては,別 に次 の よ うな2つ の問題 があ る.そ の一
(15)漢訳 の中で はT.T.1093が近 い.な お,筆 者 の調査 によれ ば,敦 煙 か らはT.T,1094の写
本 しかみつか っていない.
(16)この部分は既 に吉 田1985,191で報告 した.そ の後P.Zieme博士 より,kry'n'sy'はSkt.
kaly鋤asyaの音写であ る旨教示を受けたので,そ れに従 って以前の ものを訂正 してお く.
(100)
つは,下 のnos.38-40のように,い くつかの漢文 仏典(中 には偽経 も含まれ
る)か らの引用 を含む テキス トの存在で ある.各 テキス ト全体 の比定がで ぎて
い ない ので,こ れ らが本来い くつか の漢文仏典 をつ なぎあわせた仏典か らソグ
ド訳 され た ものか,漢 文仏典 に通暁 した ソグ ド人 自身が編集 したものか今 のと
ころ判断 できない.
二つめ は,nos.10,14,17,22(ii),26の場合で,.これ らは 内容か ら特定 の
仏典 に比定で きるが,既 存 の どの言語 のテキス トとも一致 を示 さない.こ れ ら
は,何 らか の原典 を もとに ソグ ド入 が自由にア レンジ し直 した ものか,或 いは
未知 の原典か らの 翻訳 であ るかの いずれかであろ う,cf.Utz1978,13及び
Sims-W皿iams1981,234.例えぱ,ソ グ ドのVessantaraJatakaは,既存 の
ものの中では漢訳 に最 も近い とされるが,そ れ とも一致 しない点 が非常 に多 い,
cf.Gauthiot.また他 の ソグ ド語 仏典 と比べて,極 めて こなれ た文体 で書かれ
てお り,原 典 か らの翻 訳 とい うよ り,こ の ジャータ カをモチ ーフに して ソグ ド
人 自身が創作 した とい う印象を与 える,cfSims-Williams1989,175.そして
この推定 を多少 とも裏づけ る証 拠があ る.ジ ャータカの主入公のVi6vantara
の ソグ ド名はswδ'甑 とい うが,こ の名 の語源は最:近Sims-WiHiamsによっ
て 明らかに された.彼 に よればsw一 は イ ン ド語 のsu一 にさかのぼるが,δ'甑
は イラ ン語 の単語で 「贈 りもの」 を意味す る.つ ま りVi≦vantaraのニ ック
ネームであ るsudana「善与」の前半を借用 し,後 半を翻訳 した名で あるとい
う.こ のソグ ド名を玄応は知 っていた ら しい.彼 はその 『一切経音義』(A.D
649撰述)中 で,Vi6vantaraの名であ る須大撃 に注 して,「…或言須達學或云
蘇 陀沙學此訳云善与亦言善施」 とい う.蘇 陀沙撃 はswδ'§nに 対応す る もの
に違い ない.玄 応は ソグ ド語版 を知 ってい て,そ れが漢訳本 とは独立 した一系
統 である とみ な していた可能性が ある.
3.翻 訳の年 代
奥書 きに翻訳 の年次が記 されて いる唯一 の例(nα37,開元16年=A.D.728
(101)
年)を 除 けば,ソ グ ド仏典が 何時作成 されたかを 特定す る ことが できない.
因み にP2の 奥書 きか ら呉其豊 が提案 した紀年 の762年は受け容れ難い.彼 の
説 は奥 書の ぎ中の βrγβ'rが*β'γβwr「天子」であ る とす る解釈 に もとつい て
いるが,β'γβwrとい う語 は存在 しない.し か も「天子」 を意味す る ソグ ド語 は
βγpwrであ り,βrγβ'rとは余程異 なる.
ソグ ド語仏典 の年代 を決定す るには,い くつか の事実 を考慮す る必要があ る.
第1に,原 典 の翻訳年代 であ る.知 られてい る限 りで 最 も遅い ものは 下記 の
no.6で,原 典は746-771年に活躍 した不 空に よって翻訳 された.第2に は紙
質で ある.Sundermannによれば,no.3(i)及び20は7世 紀後半か ら8世 紀
の終わ りの頃 の紙 である とい う,cf.Sundermann1989,14-15.第3に,敦燵
出土の仏典には紙背が廃紙利用 されてい るものがあ り,裏 に書かれた文書か ら
表の仏典の書写年代の下限 を知 るこ とがで きる.紙 背 の文書は どれ も9-10世
紀頃 のものにみえ るが,残 念なが ら歴史学者や仏教学者 によって本格的 に研 究
(17)
された こ とは ない よ うだ.
た った1例 では あるが,紙 背にチベ ット語 で表の ソグ ド語仏典の タイ トルを
(18)
記 した ものがあ る,cf.no.26.この書 き込みは,敦 煙がチベ ッNこ よって支配
されていた時代(A.D.786-848)に為 された と考え るのが妥当であろ う.こ
れ らを勘 案すれば,ソ グ ド語 仏典の大部分 は7世 紀か ら8世 紀に作 られ た と結
論 して よい と思われ る.こ の頃 はまた,中 国に於 け るソグ ド商 入の活動 が頂 点
(19)
に達 した時代 で もあ った.
(17)最:近榮新江は,P7(no.4)の紙背 の文書 に言及 し,後 唐の頃(10世紀前半)に 書かれた も
の とす る,
(18)この機会 に,漢 文仏典の紙背 に書かれた ソグ ド語 のタイ トルを紹介 して おきたい,こ れは高
田時雄氏 の発見 にか かるもので,こ の資料の存在を筆者 に御教示下 さった同氏 に感謝す る.問
題の漢文仏典は北京図書館の所蔵で,奈15(No・8724)と編号 され,r長阿含経巻第十八転輪聖
王品第三』に比定 されてい る.そ の背面 に一行'yn'kz'yh'wstnpwstk'xw「これは大地
の成立の経典で ある」 と書かれてい る.「長阿含経』の この部分は,単 行の経典 としては 「起世
因本経』,『起世経』,『仏説櫻 炭経』(各々T・T・25,24,23)のタイ トルで訳 出されてい る.当
該の ソグ ド文は明 らか に表の経典 の内容 に合致 してい る.こ の ことか ら,ソ グ ド文を書いた人
間は漢文仏典を読む ことがで き,し か もソグ ド語を書 くことがで きたことがわか る.'ソグ ド仏
典の翻訳 に当 ったのは この ような人間であろ う.
(19)例えば敦煙を例 にとれば,9世 紀以降には ソグ ド人集落従化郷の住民は全 く 漢人社会に没入
して しまった とい う,cf.池田,331.
(102)
最後 に トノレコ語 の要素 が現 われ る ソグ ド仏典 に言及 してお かなけれ ばな らな
い.No.1(ii)の書写 人の名はQutluγであ り(cf・STii,548;A・vonGabah1,
76;Zieme,17),仏画 に添 えられ た銘文 であるP26に も,Toγri1とい う名が見
え る,c五Silns-WilliamsandHamilton,38.さらにP16(no.34)は最後
の一行 が トル コ語 であるが,そ の筆蹟 は本文 の ソグ ド語 の もの と全 く同一であ
る,cf.Sims-WilliamsandHamilton,4αこれ らは ソグ ド語 とDレ コ語 の
言語接触 の結果 であ り,.9世紀 の終わ り乃至10世紀 の間に書かれ た もの と考え
られている,cf.Sims-WilliamsandHamilton,9-10.筆者 自身は,こ れ らを
書 いたのは ソグ ド語 に通 じた トル コ入 である と考 えてい る.文 語 として ソグ ド
語 を用 いていた トノレコ入 は,次 第 に トノレコ語 だけを文語 として使 うよ うに なっ
たが,10世紀頃 は どち らもが使われ得 た時代 であった と考 えられ る.従 って ト
ル コ人 に よって9-10世 紀に ソグ ド語 で書 かれ た仏典が,今 後 さ らに発見 され
る可能性 がある,cf.吉田1991,72-73,
4.リ ス ト
下 に掲 げるのは,内 容 の比定 が為 された ソグ ド仏典 の リス トで ある.そ の中
には便宜 のために,未 比定 なが ら比定 が可能 な程度 の分量 を残 してい る もの も
含 めておいた.た だ し,未発表の文書 が残 されてい る現状 では,ζの リス トは暫
定 的な もので しかあ り得 ない ことを強調 してお きたい.こ の リス トは(a)文書
の編号,(b)出土地,(c)研究書 ・研究論文(原 則 として最新 の ものだけ を掲げ
る),(d)対応 の漢訳が存在す る場合,「大正大蔵経』(=T.T.)で の対応箇所,
(20)
(e)その他 の特筆すべ き事項や問題点か ら成 り立 ってい る.ロ ン ドン,パリ及び
旧 レニ ングラー ド所蔵 の文書 のすべ ては写真版 が公刊 され ている,cf.BSTBL,
Benveniste1940,Sims-WilliamsandHamilton,及びRagoza.ソグ ド仏典
(20)この論 文の性格上,筆 者 がかつて敦燵 出土 の ソグ ド語文献 について 書い た解説 と重複す る部
分が少な くない,cf.吉田1985.
(103)
の 研 究 史 及 び そ の 他 の 二 次 文 献 に つ い て はUtz1978及 びSundermann1989
も 参 照 さ れ た い,
A.般 若 経 関 連 文 献




(ii)(a)TM391(=STii8),(b>ト ウノレフ ア ン,(c)STii544-48,(d)T.T.
235,voL8,752b-c2,(e)この 同 じ写 本 に 属 す る 別 の 断 片 が あ る と い う,
cf.Hansen,87.ただ しSundermann1977,634は そ れ を 否 定 す る .
2.『 金 剛 般 若 経 』 に 対 す る 未 比 定 の 注 釈
(i)(a)ド イ ツ の ト ゥノレフ ァ ン 探 検 隊 将 来 の 断 片 群,cf.Sundermann1977,
634,(b)トゥノレフ ァ ン,(e)貝 葉 型 写 本 の 端 に 書 か れ た タ イPレ は 砂yrn'y
pr'tny'wyδβ'γで あ り,こ れ はvajracchedikapraj負a-6astraと還 梵 で き
(22)
る.
(ii)(a)ドイ ツ の ト ゥノレフ ァ ン 探 検 隊 将 来 の 断 片 群,cf.Sundermann,吻4.,
(b>ト ゥノレフ ァ ン,(c)タ イ トル は βz'yrn'kwyδβ'γで,vajra一§astraと
還 梵 で ぎ る.1つ の 断 片(So13600)に はT.T.235,vol.8,750b14-18
(23)
に 対 応 す る箇 所 が あ る.
3.『 摩 詞 般 若 波 羅 密 経 』
(i)(a)L11十K48,(b)トウル フ ア ン,(c)KudaraandSundermann1988
及 びPlateI,II,(d)T.T.223,vo1.8,399a6-26.
(ii)(a)L78,(b)トウ ル フ ァ ン,(c)Yoshida1986,513-17,(d)T。T.223,vol.
8,295c23-28,(e)先行 の も の は 巻 子 本 で あ り,本 断 片 は 貝 葉 本 で あ る.従
(21)この文書 は一般 に敦燵 出土 と考 え られて いる,cf.BSTBL,ix.ただ通常の敦燈 出土の仏典
とは余程異 なる草書体で書 かれて いるので,出 土地 に関 して多少 不安 が残 る.
(22)これはS岨derman双による提案.wyδβ'7は 「説明」な どを意味するので 「論」に対応 す
るものと考 えられ る.し か し 「品」 に対応す る例 も知 られて いるので,「金剛般若品」 とも還元
で きる.
(23)この ことは,ハ ンブルグ大学所蔵 の写真か ら筆者が発見 した.
(104)
って同 じ写本 に属 する ものではあ り得 ない.
B.密 教文献 とダラニ
4.『 不空絹索神呪心経』
(a)P7,(b)敦煙,(c)TSP93-104,(e)原典 の問題 につい ては上記参照.
(24)





20,199c15-23,(e)この 部 分 は 先 行 の テ キ ス トの11.51-63に対 応 す る,
c五Henning1945,465n.2.P14,P15及 びP30全 体 に つ い て は 下 記
no.40参照.
(iii)(a)P15,11.17-31十P30,(b)敦火皇,(c)TSP141,(d)T.T.1082,
vol.20,199c24-200a4,(e)極小 断 片P30がP15の11,23-26を 補 う も
の で あ る こ と に つ い て はSims-WiliamsandHamiton,11参 照.
6.『 観 自 在 菩 薩 如 意 輪 念 諦 儀 軌 』
(a)P14,11.20-37,(b)敦煙,(c)TSP138-39,(d)T.T.1085,vol.20,
(25)204
a21-c3,(e)仏部 三 昧 耶 印 の 図 も描 か れ て い る .
7.『 観 自 在 菩 薩 百 八 名 讃(擬)』
(i)(a)P8,(b)敦 煙,(c)TSP105-15及 びHenning1946,735-38,
(e)Benvenisteは本 文 中 に 引 用 さ れ た タ イ トル の βγ'n'sk'tmδ'mδ'r'k
"ry'βr'wkδy忌βrpwtystβmx'stβ100'きtn'mswtr
γwβty'khpwstk
「諸 天 中 の 最 高 の も の,世 間 の 保 持 者,聖 観 自在 菩 薩 摩 詞 薩 の108の 名 の
経 典(を?)讃 え る経 」を も とにAvolokite6varasya舩ma§ta6atakastotra
と還 梵 し た.し か し,類 似 の タ イ トル を 持 つ 『聖 観 自在 菩 薩 一 百 八 名
(24)こ の仏 典 の 梵 語 タ イ トル は,従 釆Nanl星ono.321に 従 ってPadmacintam鱒i・dharag〒・
sOtraと呼 ば れ て きた が,岩 本 裕1978は ソ グ ド語 訳 を参 考 に して,Cakravarticlntam鱒i・
dh前a穿1-s自traとす べ きだ と主 張 して い る.
(25)P14の この 部 分 と印 の 図 は 筆 者 が 比 定 した,cf.Yoshida1986,522.
(105)
経』(T.T.1054)とは全 く別 の経典 であ る.残 存部は,諸 菩薩へ の頂礼
(namo)と,それにつづ く未比定 のダ ラニ及 びその功能,さ らに奥書 ぎか
ら成 り立 ってい る.紙 背 に漢字 で書 かれ た 「仏名並 陀羅尼」 とい う一句
は,内 容 とよ く一致す るので無 関係 であ った とは考 え られ ない.テ キス ト




書 ぎには,本 仏典が康(x'n)姓のcwr'kk及 びその一族 の廻 向のために
敦煤で翻訳 された 旨が述べ られてい る.
(ii)(a)P8bis及びOr.8212(111),(b)敦煙,(c)TSP116-17及び
Sims-WHIiams1976,51-53,(e)先行 のテキス トと別 の写本.こ のこ と
か ら,本 経典が敦燈の ソグ ド人仏教徒の間で愛好 され てい たこ とがわか る.
8.『 千手千眼観 自在菩薩広大 円満無凝大悲心 陀羅尼呪本』
(a)OL8212(175),(b)敦燈,(c)L.deLaVa116ePoussinandR.
Gauthiot及びS.L6vi1912,(d)T.T.1061,voL20,112,(e)ブラー フ
ミー文字 によるダ ラニの行 間に ソグ ド文字 に よる転写が書かれ てい る.現
在入手 で ぎる写真 では,deLaVal16ePoussinandGauthiotの提出 す
るテキス トよ り一紙分多 い.従 って このダ ラニは最初 の3句 を欠 くのみ で
ほぼ完全で ある.従 来Nilakaptha-d拡rapiと呼びな らわ されてい るが,
T.T.1061と同一で あるこ とはL6viが 明 らかに した.た だ このダ ラニは
Nilakaptha-avalokite6vara(青頸観 自在菩薩)の もの(T.T.1111)と
殆 ん ど同 じである.こ の点 は ソグ ド語版 中に言及 す る経 名の1-LPwδsty
"ry'βr'wkδ'y師rnyτkntn'mt'rny「千手 の聖 観 自在菩 薩(で)青 頸 と
い う名 のダ ラニ」 も参考に なる.な お このダ ラニの後 に,未 比定 の真言が
引用 され てい る.そ の真言 の ソグ ド名はwyspw"γδ'kδβr'yn'kδrzy'wr
ptsrwm「諸願 を成就す る心 呪」であ る.
(26)Udanavargaのテ キ ス トに つ い て はF,Bernhard参 照.最 後 の1つ は 筆 者 が 比 定 した.
(106)
9.『 佛 説 地 蔵 菩 薩 陀 羅 尼 経 』
(a)P18,(b)敦煙,(c)TSP148-49,(d)T.T.1159B,voL20,659b16-c11,
(27)
(e)この 珍 ら し い ダ ラ ニ に つ い て は 敦 爆 出 土 の 漢 文 写 本S4543も 参 照 せ よ.
C.ジ ャー タ 力 及 び ア ヴ ァ ダ ー ナ
10.Vessantaralataka
(a)P1及 びOr.8212(80A),㈲ 敦 煙,(c)Benveniste1946,(e)『太 子
須 大 肇 経 』(TT.171,vol.3,418-24)が最 も ソ グ ド語 版 に 近 い と さ れ る.
ソ グ ド語 版 と他 の 言 語(パ ー リ語,チ ベ ッ ト語 及 び 漢 語)の も の と の 対 照
に つ い て はGauthiot1912参 照.ギ ル ギ ッ ト写 本 中 のVi5vantaraava-
danaはK.DasGuptaに よ っ て 校 訂 さ れ た.DasGuptaは そ こ で 諸 言 語
の 訳 と対 照 し て い る が,ソ グ ド語 版 だ け は 他 と の 相 違 が 著 し す ぎ る た め 考
慮:して い な い,cf.DasGupta,9-36.
11.Da≦akarmapatha-avadanamala「十 の 行 為 に つ い て の 因 縁 話 の 花 環 」
(a)Tiα,(b)bノ レ フ ア ン,(c)未 発 表,cf.Henning1949,160n.2,(e)原
典 に つ い て は 上 記 参 照.こ の ア ヴ ァダ ー ナ 集 の 第5章 に 属 す るK諭cana-
sara王 の 話 が 残 っ て い る.ウ イ グ ル 語 訳 に つ い て はEhlers参 照.
12.善 ・悪2人 の 兄 弟 に 関 す る 未 比 定 の ア ヴ ァ ダ ー ナ
(a)L92(=01),Or.8212(88)及びOr.8212(177),(b)敦煙,(c)Ragoza,
62-63,Reichelt,57-59及びSims-Wnliams1976,53,(e)仏教 用 語 が
(28)
全 く用 い ら れ て お ら ず,マ ニ 教 の 説 話 で あ る 可 能 性 も残 さ れ て い る.
D.主 要 な 大 乗 経 典
13.『 金 光 明 最 勝 王 経 』
(a)TiiY50a(=STii7),(b)ト ウル フ ア ン,(c)STii,539-44,(d)T.T.
(27)このダ ラニは最近筆者が比定 した.
(28)一般 に仏典で あると考え られてい るのは,書 体が駈謂 スー トラ体(す なわち正書体)で あ る




14.『 イ曽彷口旺 経 』
(i)(a)L38,39,41,53,71,82a,82b,84a,86(同一 の 写 本 の 離 れ),
(b)bル フ ァ ン,(c)Ragoza,31-32な ど 及 びSims-Williams1981,
233-34,(e)ソグ ド語 版 は,既 存 の サ ン ス ク リ ッ ト,チ ベ ッ ト語 訳,漢 訳,
コ ー タ ン語 訳 の どれ と も 一 致 し な い .残 さ れ た 部 分 の 内 容 は ほ ぼT.T.
423,vo1.13,970に対 応 す る .
(ii)(a)L8,(b)ト ゥノレフ ァ ン,(e)貝 葉 本 の 断 片 で,先 行 の 写 本 と は 異
な る 写 本 に 属 す る.経 典 の 比 定 は 端 に 書 か れ た 経 名 に よ る が,極 小 断 片 の
為 に 内 容 が 読 み と れ ず 対 応 箇 所 を 特 定 で き な い.
(iii)(a)TiiiS及び そ の 他 の 断 片 群,(b)シ ョノレチ ュ ク(?),(c)未 発 表,
c五Sims-Williams,痂4.
15.『大 般 浬 榮 経 』
(i)(a)TiiY50b(=STii10),(b)ト ゥノレフ ァ ン,(c)STii,550-
55,(d)T.T.374,vol.12,585b6-c4,(e)これ と 同 一 の 写 本 の 離 れ(Tii
Y60)がSTii,556(=STii10a)に 発 表 さ れ て い る が,対 応 箇 所 は 特
定 さ れ て い な い.
(ii)(a)Tiii263及 び 多 数 の 断 片 群,(b)ト ゥル フ ァ ン,(c)Utz1976,
(d)T.T,374,vo1.12,437b22-c,(e)先行 の も の と は 別 の 写 本.残 り の 断
片 は 現 在 百 済 とSundermannに よ っ て 研 究 さ れ て い る,cf.Sundermann
1989,12n.15.[後記 参 照]
16.『 維 摩 経 』
(i)(a)Or.8212(159),(b)敦 煙,(c)BSTBL18-31,(d)T㌔T.475,
vo1.14,549a22-550c11.
(ii)(a)So10343及び 若 干 の 断 片,(b)ト ゥノレフ ァ ン,(c)未 発 表,c五
Sundermann1977,634,(e)先行 の 写 本 に 対 応 す る 箇 所 が あ り,そ れ を
対 照 す る と,互 い に 独 立 し た 翻 訳 で あ っ た こ と が 分 る,cf.Sundermann,
(108)
ゴ6ゴ4.
17.『 華 厳 経 』
(a)L51,(b)ト ウノレフ ァ ン,(c)Ragoza,39及 びYoshida1986,517-18,
(e)サ ン ス ク リ ッ ト,漢 訳,チ ベ ッ ト語 訳 に 比 べ て 極 端 に 短 く,写 本 の1-5
行 はT.T.279,vo1.10,342b21-23に,6-11行は 同342c19-22に対 応 し て い る.
1&『 樗 伽 阿 践 多 羅 宝 経 』
(a)P2,11。603-913,(b)敦燈,(c)TSP30-43,(d)T.T670,voL16,513
b22-514b,(e)ソグ ド語 訳 で は 漢 文 原 典 を4つ の 部 分 に 分 け 配 列 を 変 え て
あ る,cf.TSP186-92.P2の テ キ ス ト全 体 に つ い て は 下 記nα38参 照.
19.『 観 仏 三 昧 海 経 』
(a)Or.8212(85),(b)敦燵,(c)BSTBL53-77,(d)T.T.643,vo1.15
690c6-692c27,(e)ソグ ド語 学 者 は こ の 経 典 をDhyana-textと 呼 び 慣 わ
して い る.漢 文 原 典 と の 詳 細 な 対 照 はWeller1936-37及び1938セこ よ っ て
行 な わ れ て い る.そ れ に よ れ ば 漢 訳 の テ キ ス トに 異 読 が あ る 場 合,ソ グ ド
語 の テ キ ス トは,日 本 に あ る7世 紀 の 写 本 と一 致 す る と い う,cf.Weller
1936-37,350-51.類似 の 事 例 に つ い て はKudaraandSundermann1987,
334-40参照 .紙 背 の ウ イ グ ル 語 と漢 文 に つ い て は 森 安,29-30を 参 照 せ よ.
20.『 思 益 梵 天 所 間 経 』
(a)TiiiStadthδ1e及び7つ の 断 片,(b)シ ョル チ ュ ク,(c)Kudaraand
Sundermam1991,(d)T'L586,vol.15,55b13-56a3,(e)ショノレチ ュ
ク 出 土 で あ る こ と は 編 号 か ら知 られ る.こ の 文 書 に よ り焉 奮 地 区:にも ソ グ
ド人 仏 教 徒 が い た こ と が 明 ら か に な っ た,cf.Slmdermann1989,14.
E.そ の 他 の 大 乗 経 典
21.『 長 爪 梵 志 請 問 経 』
(a)P5,11.1-88,(b)敦煙,(c)TSP74-79,(d)T.T.584,voL14,968,
(e)こ の 経 典 の サ ン ス ク リ ッ ト原 典 は 最 近 発 見 さ れ た,c五 細 田.P5の
(109)
残 り の 部 分 に 関 し て は 下 記no.33参 照.
22.『 薬 師 琉 璃 光 如 来 本 願 功 徳 経 』
(i)(a)P6,(b)敦 燵,(c)TSP82-92,(d)T.T450,vo1.14,406c20-
408a8.
(ii)(a)Tiα(=So10402),(b)トウノレ フ ァ ン,(c)未 発 表,cf.Utz1978,
13,(e)Utzは,ソ グ ド語 版 は 既 存 の ど の 漢 訳 よ り も短 い こ と か ら,か つ
(29)
て 存 在 し今 は 失 な わ れ た 原 典 か ら の 翻 訳 か も し れ な い と い う.
23.『 央 掘 魔 羅 経 』
(a)P2,11.914-39,(b)敦 煤,(c)TSP43-44,(d)T.T.120,vo1.2,
540c22-27.
24.『 佛 説 犯 戒 罪 報 軽 重 経 』
(a)TM450(=So18400),Recto11.1-20,(b)bル フ ァ ン,(c)Kudara
andSundermann1987及びplateXII,(d)T!L1467,vo1.24,910c10-13
及 びn.40,(e)漢 訳 の テ キ ス トの 異 同 と ソ グ ド語 訳 と の 関 係 に つ い て は,
KudaraandSundermann1987,334-37参照.こ の 写 本 の 残 り の 部 分 に
関 して は 次 項 を 参 照 せ よ.
25.『 佛 説 時 非 時 経 』
(a)TM450(=So18400),Recto11.21sq.及びVerso,(b)ト ウル フ ァ
ン,(c)KudaraandSundermanl11987及びPlateXII,XIII,(d)T.T.
794,voL17,738b,739a,(e)ソグ ド語 訳 は 漢 訳 の 写 本 中 で は 古 い も の と
よ り一 致 す る と い う,cf.KudaraandSundermann1987,338-42.し
か し 直 接 の 原 典 が 何 で あ っ た か に つ い て の 問 題 は 解 決 さ れ て い な い,cf.
Sundermann1989,15.下記no.44は 同 じ 貝 葉 群 か ら の 一 葉 で あ る.
26.『 鵬 鵡 経 』 に 対 す る 序 文 と 冒 頭 の 一 部
(a)L93(=02),(b)敦 煙,(c)Ragoza,63-66,(d)序文 の 後 の 経 典 の 本
文 は 非 常 に 短 い た め,L6viが 研 究 した 諸 言 語 の テ キ ス ト と の 関 係 は 不 明 で あ
(29)百済氏によれ ば,ベ ル リンの コレク シ ョン中に,(ii)とは別 のソグ ド語訳 もあるとい う.
(110)
コ ノ
る.「鶉鵡経』についてはL6v11932及び山田参照.梵 語 でSukhaと 名付
ノ
け られたバ ラモ ンは,ソ グ ド語 ではptm'pr'y9と呼ぱれ る.ま たSahkh-
akufijaraとい う名の犬は,c'wSrとい う.紙 背 に書かれ たチベ ッ ト文 は
皿,idg・b・h・b・h・dp。'id。。m。'「10の悪業につ、、ての法」 と読 め81)
cf・Rosenberg,401.これ は 『鶏 鵡 経 』 の 内 容 と よ く合 致 し て お り,表 の
ソ グ ド文 の 内 容 を 表 わ す た め の メモ で あ っ た の だ ろ う.
27.『 佛 説 灌 頂 七 万 二 千 神 王 護 比 丘 呪 経 』
(31)(
a)L57,(b)ト ゥノレフ ァ ン,(c)T.T.1331,vo1.21,531a15-20.
F.偽 経
28.『 善 悪 因 果 経 』
(a)P4,(b)敦 煙,(c)MacKenzie1970及 びBSTBL153-58,(d)T.T.
2881,voL85,1380-83,(e)写真 版 はGauthiotandPelliottcよっ て 出
版 さ れ た.
29.Dhttta-sutra
(a)Or8212(160),(b)敦燵,(c)BSTBL33-51,(e)Demi6villeは 『仏
為 心 王 菩:薩説 投 陀 経 』(T.T.2886,vol.85)の失 な わ れ た 部 分 に 対 応 す る
と 考 え,彼 の 説 は 一 般 に 受 け 容 れ ら れ て い る.彼 は ま た 『梵 網 経 』 に 対 応
す る 部 分(T.T.1484,voL24,1008a)があ る こ と も指 摘 し た,cf.Demi6-
ville,aρudBenveniste1933,240.
30.『 法 王 経 』




31.『 究 寛 大 悲 経 』
(a)P9,11.102-44,(b)敦焼,(c)TSP123-25及 び 吉 田1984,(d)T.T.










グ ド語の テキス トと 類似の漢文仏典 が敦燈か ら多数みつかっている,cf.
Yoshida1984a,170,n.4.P5とP17は本来同一 の 写本で あった もの の
離れで ある.細 田 は最近,「 長爪梵志 経』 とそれに後続す る八斎戒関係の
テキス トか ら成 り立 ってい る とい う点で,P5+P17と 全 く同 じ構成のサ
ンス クリッ ト写本 を発見 した,cf.細田.
34.空を論 じる未比定 の仏典
(a)P16,(b)敦燈,(c)TSP142-44,(e)ソグ ド語の テキ ス トは,梵 文の
『般若心経』 に後続す る.「 心経』 の真言 もソグ ド語 に翻訳 されてい る,
cf.H.W.Baney,936-37.『維摩 経』 か らの引用 とソグ ド語 の シンタ ック
スを無視 した直訳体か ら,禅 宗関係 の漢文仏典か らの翻訳であ ると推定 さ
れ る,cf.Yoshida1984,145-46;idem,1984a,169.最後 の1行 は本





匿王(prsn'ycy)の質 問 とそれ に対 する仏 陀の答 えを内容 とす る.転 輪聖
王 の出現 の 時代 に関す る 質 問 と応答 は,「 阿 毘達磨倶舎論』 に対応纒所
(T.T.1558,vo1.29,64b19-20,25-27)があ る,cf.Yoshida1986,519。筆
者はそ こで,「倶舎論』 の対応箇所 は ソグ ド語訳 の 原典 であ った何 らか の
(112)
(32)
阿含経典 に もとずい た もので ある可能性を示唆 しておいた.Hansenは,ド
イ ツの トゥル フ ァン探検隊 の収集 品の中に,波 斯 匿王 が現われ る ソグ ド語
仏典が も う1点 あ るとい う,cf.Hansen,88.
36.Upak:aと仏陀の争 いに関する仏典




ttaが登場す るA血guttaraNikayaIV,188に似 ている.こ の断 片群 に含
まれ てい る話が,1つ である必要は な く,Upakaと の争いの話を含むい
くつ かの小経典 を集 めた写本 であった可能性 もある.
37.『酒を誠め る経』
(34)
(a)〇二8212(191),(b)敦燈,(c)BSTBL7-11,(e)経名は ソグ ド語 で
mstk'r'kcき'ntprxwnpwstk'ywprw'rt「酒 を誠め る経典一巻」.奥書
ぎには,「 安姓 のctβ'r'tsr'nの依頼に よ り,洛 陽で開元16年に イン ド語
か ら翻訳 した」 とある.MacKenzieは,実際 には中国語か ら翻訳 された





(32)もう一つの可能性は,r倶舎論」 を もとに ソグ ド人が新 たに経を創 作 したとい うものである,
しか しこれは非常に考え に くい.ト カ ラ語か ら訳 された ソグ ド語仏典が 存在 することを考慮す
れ ば,ト カラ仏教が この種の阿含経典を保持 して おり,そ れか らソグ ド語訳 した と考 え るのが
妥 当ではなか ろうか.
(33)この推定が正 しい とすれば,こ の写本 も トカ ラ仏教が保持 していた 経典か らの翻訳である可
能性 が出て くる.
(34)大英 図書館 のカ タログでは,出 土地 を敦煙 と してクエスチ ョンマークを付 ける.紙 の保存の
状 態は良いので,敦 煙 出土 と考 えて間違いないだろ う.
(35)その根拠 として,煩 悩(Skもkle§a一)を意味す るwtxysryβt'mという語句が用い られて
い ることに言及す る.wtxysryβt'mは漢語 の煩悩の逐語訳 と考え られて いるから,こ の句が
あれば漢文を原典 とした可能性が高い とい う主張で ある.W雛yもsryβt'mも それ 自体 の意
味が明確で はないので,煩 悩の逐語訳か どうかは分 らない.ま た この表現 が煩悩 の訳語 と して
成立 した ものだ として も,煩 悩(=kle6a)の訳語 として定着 していれば梵語のkle甑 を翻
訳す る際 にも使われ得 たと考え られ る,そ れ故MacKenzleの主張はあま り根拠の強い もので
はない.
(113)
比定 された部分については上記nos.18,23,32参照.い くつか の漢文仏
典か ら引用 しつつ,肉 食 を誠 めるこ とに終始 してい る.な お ドイツの トゥ
ル ファン探検隊 の収集品Tii821aは,P2,11.72-89と同じテキス トを
(36)
含ん でい る,c五Yoshida1986,520n.1a.この部分 も何 らか の経典か ら
の引用で ある可能性が ある.
39.P9,P10,P11
(b)敦燵,(c)TSP118-29,(d)比定 され た部分 について は上記no.31参
照.3つ の断片が同一の写 本の離れであ ることはSims-Williamsが明 ら
かに した,cf.BSOAS38,1975,134.善悪を問わず存 在す るものには区別
がな く,本 来 同 じものであ り,仏 法 に外な らない ことを繰 り返 し述 べてい
る.禅 宗 関係の文献ではないか と思われ る.
40.P14,P15,P30
(b)敦燵,(c)TSP137-41,(e)3断片は同一 の写本 の離れ である,cf.
(37)
Sims-WmiamsandHam批on,11.漢訳 の如意輪観音 関係の文献 を集 めて
作 ったテキス トであ った よ うだ.比 定 され た部分 につ いては上記nos.5
(ii),(iii)及び6参 照.ブ ラーフ ミー文字に よる真言は仏部三昧耶呪(P14,
ユ。30),触護身 明(Pユ5,1.14)及び浄水真 言(P15,1.15)である.
41.P20
(b)敦燈,(c)TSPユ51-52,(e)肉体 の薬 と悟 りによる精神 の薬 との比較
が為 され る.従って これ は薬学関係 の文献で はあ り得 ない,cf.Hansen,89.
42.P21(3断片)
(b)敦爆,(c)TSP153-55,(e)食肉 と飲酒 の 弊害 を説 く.夜 叉たちが
_(38)
Anandaとい う名 の阿 閣利か ら戒 を受け るこ とを願 う.
43.P22
(b)敦燈,(c)TSP156,(e)密教 占星術 関係 の文献 である.惑 星 の示す悪
(36)こ の 断 片 の 写 真版 はG.Frallz1987,101に発 表 され て い る.
(37)Hennb9,BSOAS11,1945,465n.2はP14とP15は 異 な る写 本 で あ る とす る.
(38)P21b,1.9は"n'瓢"c'ryと 読 む べ き で あ る.
(114)
い兆候 が説 明 され ている.類 似の文献 についてはA.Howard参 照.
44.Tiα(=So10100i)
(b)トゥノレファン,(c)Hennh191940,59-62.さらにKudaraandSund-
ermann1987,347-48像びplateXIV,XVも参 照,(e)こ の貝葉 は,
上記nos・24,25(=So18400)と同 じ貝葉群 の一葉 である.こ の貝葉本
全体は,短 い経典 を集 めた もので あった可能性が ある.奥 書 きによれ ば ク








これ らの仏典が実在す るのか ど うか何 ら知 る術が ないが,ベ ノレリンのコ レク
シ ョンの全貌が解 明され る過程で,近 い将来 明らかに なることが期待 され る.
最後に,ベ ノレリンのコ レクシ ョン中の極彩色 の絵入 りの仏典に言及 してお き
たい.こ の種 の ものは現在 までの ところ他に例がない.こ れはMIKIIIの 編
号 を持つ 資料 で,現 在M廿seumfUrIndischeKunstに保管 され てい る.テ キ
ス トを殆 ん ど残 さない面 の写真 だけが発表 され ている.背 面のテキス トは未 発
(40)
表 である ものの,Sundermannによる英訳が写真版 に添 えられてい る.今 の
ところその訳文か ら内容 の比定 を行 うことはできないが,そ れ が可能 にな り,
紙質 や画材 ・画法 な どが明らか になれ ば,ソ グ ド仏典 に関 する我' の々知 見を拡




日本語版 は東 京国立博物館他編集rド イ ツ ・ トゥル フ ァン探検隊西域 美術展』,東 京,1991,
181(No.125)参照.こ の絵には マニ教の写本美術 の技法が応用 されて いるという.そ れが事
実であれ ば,マ ニ教 から仏教へ改宗 したウ イグル人 が ソグ ド語 に翻訳 した 仏典で ある可能性 が
ある.ソ グ ド仏 典の一部 にみ られるマニ教 ソグ ド語 の要 素については,吉 田1991,68-73も参照
せ よ.
(115)
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